
広 報 ふくしま

Fukushima
健康で、たがいに尊重し、楽しい家庭をつくります。

2016

１

獅子が舞う良き年を願う
☆今月号の主な内容☆

●町長・議長の年頭挨拶 P 2

●タウン情報ほか P 4

●町議会定例会12月会議ほか P 6

●新米町長の奮闘記 P10

●今月の行事予定 P11

●各計画（案）の意見募集ほか P12

●空家等の適正管理に関する条例 P13

●がんなんかに負けない基本条例 P14

●企業等振興支援制度について P15

●国民年金のお知らせ P16

●後期高齢者医療制度のお知らせ P17

●生涯学習コーナーほか P18

●小中高生の広場 P20

●農林かわら版 P22

●地域おこし協力隊のふくしま散歩 P23

●お知らせほか P24

●ちびっこギャラリーほか P27

●わが家のアイドルで～すほか P28

福島大神宮の獅子頭

北方領土返還要求運動の
シンボルの花「千島桜」



　

町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

ら
れ
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
旧
福
島
町
と
吉
岡
村
が
合
併
し
て
六
十
周

年
の
記
念
の
年
で
し
た
が
、
本
年
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト

の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
三
月
二
十
六
日
に
は
、
い
よ
い
よ
道
民
待
望
の

北
海
道
新
幹
線
が
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
北
海
道
の

大
地
に
到
着
し
ま
す
。
世
紀
の
大
工
事
に
携
わ
っ
た
多

く
の
ト
ン
ネ
ル
マ
ン
の
思
い
、
ま
た
、
工
事
基
地
と
し

て
支
え
て
き
た
町
と
し
て
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を

皆
さ
ん
と
共
に
喜
び
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
全
体
が
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
活
性

化
に
向
け
邁
進
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
地
方
創
生
」
元

年
の
今
年
は
、
自
ら
が
知
恵
を
絞
り
、
町
民
と
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、「
人
づ
く
り
・
産
業
の
振
興
・

若
者
の
定
住
・
子
育
て
環
境
及
び
高
齢
者
対
策
」
を
柱

と
し
た
第
５
次
総
合
計
画
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
及
び
ま
ち
づ
く
り
行
財
政
推
進
プ
ラ
ン
の
三
計
画
を

ま
と
め
上
げ
、
２
月
の
成
案
に
向
け
先
月
か
ら
町
民
の

皆
様
へ
の
説
明
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
さ
ら
に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
域

経
済
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
、「
浜
の
振
興
計
画
」、「
地

元
企
業
応
援
条
例
」
な
ど
、
町
の
産
業
振
興
の
根
幹
を

な
す
政
策
の
制
度
設
計
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
人
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
今
、
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
十
年
後
、
二

十
年
後
の
「
未
来
の
子
供
た
ち
」
が
誇
り
と
思
え
る
よ

う
な
“
ま
ち
〟
を
、
つ
な
い
で
伝
え
て
い
く
こ
と
が
「
今
」

を
生
き
る
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
大
切
な
役
割
で
す
。

　

町
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
福
を
無
形
に
造
り
、

禍
を
未
然
に
消
す
」
こ
の
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
で
あ
り
、
常
に
真
摯
・
謙
虚
な
心
で
理
想
と
夢
を

熱
く
語
れ
る
一
年
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

吉
岡
か
ら
蝦
夷
地
測
量
を
ス
タ
ー
ト
し
た
、
伊
能
忠

敬
は
五
十
五
歳
か
ら
十
七
年
間
、
一
歩
一
歩
踏
み
出
し

続
け
、
日
本
地
図
を
作
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
道
の
り
も
厳
し
い
現
実
で
す
が
、志
を
も
っ

て
進
む
べ
き
方
向
を
明
確
に
し
、
み
な
さ
ん
と
共
に
一

歩
一
歩
、
勇
気
を
も
っ
て
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
福
島
町
に
と
っ
て
燦
々
と
輝
く
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

未
来
の
子
供
た
ち
へ
伝
え
た
い

福
島
町
長
鳴
　
海
　
清
　
春

謹賀新年
あいさつ
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新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
八
月
の
改
選
を
経
て
、
新
し
い
議
会
構
成
で
ス

タ
ー
ト
。
ま
ち
づ
く
り
・
議
会
、
両
基
本
条
例
の
主
旨

を
踏
ま
え
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
積

極
的
に
議
会
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
、
第
５
次
総
合
計
画
・

総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
の
調
査
を
終
え
、

議
会
と
し
て
の
報
告
書
を
手
交
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
・
総
合
戦
略
の
重
要
な
視
点
と
し
て
は
、

政
策
形
成
過
程
に
町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
ど
う
参
画
す

る
事
が
で
き
る
か
の
工
夫
が
必
要
で
す
し
、
町
は
自
分

達
で
つ
く
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
言
う
「
自
助
」「
互

助
」「
自
治
」
の
意
識
を
育
て
て
い
く
事
も
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
議
会
と
し
て
は
、
活
動
の
透
明
性
を

図
り
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

で
き
る
だ
け
多
く
対
話
し
共
通
認
識
を
持
て
る
よ
う
な

機
会
を
さ
ら
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

し
っ
か
り
と
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
議
会
は
「
町
民
が
実

感
で
き
る
政
策
」
の
具
現
化
を
目
指
し
て
、
計
画
・
予

算
か
ら
決
算
・
評
価
に
至
る
様
々
な
角
度
か
ら
提
言
す

る
取
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。「
総
合
計
画
・
総
合

戦
略
へ
の
提
言
・
検
証
」、「
行
政(

事
務
事
業)

評
価
」、

「
所
管
調
査
で
の
提
言
」、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、「
一

般
質
問
・
所
管
調
査
事
項
等
の
具
現
化
」、
真
の
自
治

を
目
指
し
た
「
住
民
と
の
協
働
」
の
取
組
み
が
あ
り
ま

す
し
、
提
言
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
議
会
活
動
を
さ
ら

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

検
証
し
、
諮
問
会
議
の
答
申
を
い
た
だ
き
、
議
員
全
員

協
議
会
で
確
認
し
た
『
行
動
計
画
』
に
沿
っ
て
さ
ら
に

改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
度
経
済
成
長
期
の
手
法
か
ら
、
急
激
な
変
革
を
求

め
ず
、
視
点
を
自
分
た
ち
の
地
域
に
置
き
、
汗
を
か
き
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
、
人
材
を

育
て
、
地
域
の
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
、「
地
元
に

人
と
仕
事
を
取
り
戻
す
：
１
％
戦
略
」
と
言
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
規
模
や
量
的
な
拡
大
に
は
限
界
が
あ
る

こ
と
を
反
省
し
、
各
々
の
暮
ら
し
の
中
の
１
％
の
可
能

性
を
試
み
、
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
る
。

　

私
自
身
も
、
百
年
先
を
見
据
え
た
地
方
自
治
体
と
し

て
の
、
福
島
の
町
の
在
り
方
を
発
想
転
換
で
考
え
る
一

年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
の
在
り
方
を
発
想
転
換
で
考
え
る
一
年
に

福
島
町
議
会
議
長
溝
　
部
　
幸
　
基

謹賀新年
年頭のご
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◇
福
島
町
議
会
◇

　

議　

長　
　
　

溝
部　

幸
基

　

副
議
長　
　
　

平
野　

隆
雄

　

議　

員　
　
　

杉
村　

志
朗

　
　

〃　
　
　
　

滝
川　

明
子

　
　

〃　
　
　
　

川
村　

明
雄

　
　

〃　
　
　
　

花
田　
　

勇

　
　

〃　
　
　
　

木
村　
　

隆

　
　

〃　
　
　
　

平
沼　

昌
平

　
　

〃　
　
　
　

佐
藤　

孝
男

　
　

〃　
　
　
　

熊
野　

茂
夫

◇
福
島
町
監
査
委
員
◇

　

識　

見　
　
　

本
庄
屋　

誠

　

議　

選　
　
　

木
村　
　

隆

◇
福
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
◇

　

委
員
長　
　
　

成
田　

寛
治

　

委　

員　
　
　

花
田　

典
明

　
　

〃　
　
　
　

木
村　

末
正

　
　

〃　
　
　
　

野
坂　

禎
子

◇
福
島
町
農
業
委
員
会
◇

　
　
　
　
　
　
　

委
員
一
同

◇
福
島
町
役
場
◇

　

町　

長　
　
　

鳴
海　

清
春

　

副
町
長　
　
　

髙
木　
　

壽

　

議
会
事
務
局
長　

谷
藤　
　

悟

　

総
務
課
長　
　

工
藤　
　

泰

　

企
画
財
政
課
長　

前
田　

勝
広

　
　

〃　

参
事　

小
鹿　

一
彦

　

税
務
課
長　
　

飯
田　

富
雄

　

住
民
生
活
課
長　

坂
口　
　

稔

　

保
健
福
祉
課
長　

石
岡　

大
志

　

水
産
商
工
課
長　

川
合　

力
哉

　
　

〃　

参
事　

花
田　

雅
昭

　

農
林
課
長　
　

阿
部　

憲
一

　

建
設
課
長　
　

木
村　

文
年

　

保
育
所
園
長　

金
澤　

峰
子

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

◇
福
島
町
教
育
委
員
会
◇

　

委
員
長　
　
　

平
沼　

竜
平

　

委　

員　
　
　

佐
々
木
幸
夫

　
　

〃　
　
　
　

阿
部　
　

透

　
　

〃　
　
　
　

佐
藤　

節
子

　

教
育
長　
　
　

盛
川　
　

哲

　

学
校
教
育
課
長　

近
藤　

勝
弘

　

生
涯
学
習
課
長　

鎌
田　

一
志

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

謹　

賀　

新　

年

　12月17日（木）に福島町青函トンネル記念
館において、平成27年３月26日の北海道新幹
線開業100日前福島町セレモニーを行いまし
た。
　当日は、降雪の中、多くの町民と未来を担
う園児（福島保育所・福島幼稚園）がセレモ
ニーに参加してくれました。
　セレモニーの内容は、除幕式と祝いの餅つ
きを行いました。
　除幕式では、鳴海町長の挨拶と溝部議長の
祝辞の後、青函トンネル工事に携わり、現在
は、青函トンネルボランティアガイドの角谷
敏雄さん（三岳）から当時の想いを含めた祝
辞をいただきました。
　その後、園児とともに青函トンネル記念館
前（国道側）に設置した鳴海健児さん（日向）
制作のミニ新幹線とカウントダウンボードの
除幕式を行いました。
　除幕式のあとは、青函トンネル記念館の中
で福島町農村生活改善グループの協力をいた
だき、福島保育所園児による祝いの餅つきを
行い、ついた餅を参加者全員でいただきまし
た。

▲園児とともに除幕をした様子

▲祝いの餅つきの様子

北海道新幹線開業100日前セレモニー
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　11月26日（木）、北海道日本ハムファイター
ズの2015年福島町応援大使の飯山裕志選手と
谷口雄也選手の二人が福島町を訪れました。
　当日は、福島小学校を訪問し、小・中学校
の生徒とのキャッチボールなどを行い、生徒
達は、プロ野球選手との触れ合いに目を輝か
せて楽しんでおりました。
　また、夕方には、福祉センターに会場を移
し「交流イベント」が開催され、関係者を含
めて約200名の参加がありました。
　抽選会では、両選手の直筆サイン入りボー
ルとユニフォームが当たるくじに参加者は一
喜一憂して大いに盛り上がりました。▲交流イベントで両選手との記念撮影の様子

北海道日本ハムファイターズ2015年福島町応援大使交流イベント

　11月21日（土）、ホテル法華クラブ函館に
おいて、会員や来賓を含め80名で、はこだて
福島会（会長 藤澤信弘氏）が開催されました。
　総会では、鳴海町長から福島町の信頼回復
のために一生懸命取り組んでいることを皆さ
んに申しあげ、また、溝部議長ほか7名の議
員が出席し、藤澤会長始め多くの会員の方々
と楽しくふるさとの話をしておりました。
　出席された会員は、懐かしい方に出会えた
喜びに歓談し、特産品等の抽選会を楽しみ、
親交を深めておりました。

平成27年度はこだて福島会総会

　北海道コカ・コーラボトリング株式会社か
ら、ジュースやお茶など、清涼飲料水が寄贈
されました。
　同社では、地域に対する社会貢献活動とし
て、毎年、年末に福祉施設等へ同社製品を贈
呈しています。
　いただいたプレゼントは、12月14日（月）
に町内の保育所や幼稚園、老人福祉施設の利
用者などに贈られました。
　ありがとうございました。

▲プレゼントを受け取る子どもたち（福島幼稚園）

清涼飲料水のプレゼント！

▲懇親会の様子
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　松前地区防犯協会福島支部では、金融機関や商
店を対象に歳末の防犯啓発を行いました。
　12月17日（木）、住吉支部長と松前警察署、福
島交番職員が町内の金融機関で啓発活動を行いま
した。
　また、夜には福島町、松前警察署と合同で鳴海
町長や同支部会員、自主防犯パトロール隊などが、
啓発物品を配布し、福島地区の商店や飲食店をパ
トロールして歳末の防犯や交通安全を呼びかけま
した。

　12月18日（金）、認定こども園福島保育所の年
長児で作る「ちびっ子パトロール隊」が松前警察
署の協力を受け、街頭啓発を行いました。
　当日は、福島郵便局に訪れた方に対し、啓発グッ
ズを手渡しながら「オレオレ詐欺に気を付けてく
ださい」と、特殊詐欺防止を呼びかけました。
　また、町内の水産加工場にも出向き、防犯や交
通安全を呼びかけました。

年末年始の犯罪・事故を防止！歳末の防犯啓発

まちを守る！ちびっこパトロール隊

▲関係団体から集まった参加者

▲園児による啓発活動の様子

　

平
成
27
年
度
町
議
会
定
例
会
12

月
会
議
は
、
12
月
15
日
（
火
）
か

ら
12
月
16
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
行
政
報
告
、
報
告

１
件
、
一
般
質
問
、
議
案
13
件
、

諮
問
１
件
、
発
委
２
件
が
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
一
般
質
問
▲

　

３
名
の
議
員
が
、
次
の
項
目
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

・
滝
川　

明
子　

議
員

　

�

学
校
給
食
の
使
用
米
を
増
や
し

ま
せ
ん
か

・
杉
村　

志
朗　

議
員

　

快
適
な
生
活
環
境
に
つ
い
て

・
木
村　
　

隆　

議
員

　

�

ト
ン
ネ
ル
記
念
館
を
福
島
町
歴

史
発
見
館
（
仮
称
）
に
コ
ン
セ

プ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

▼
条
例
の
制
定
・
改
正
▲

●�

福
島
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

番
号
法
の
公
布
に
よ
り
、
町
の

執
行
機
関
に
お
い
て
も
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
を
提

供
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

●�

福
島
町
人
財
育
成
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

自
ら
考
え
行
動
し
、
柔
軟
か
つ

弾
力
的
に
対
応
す
る
人
材
を
強
化

す
る
た
め
、
各
分
野
に
お
け
る
町

の
将
来
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
等
の
人

材
育
成
を
行
う
た
め
の
資
金
と
す

る
基
金
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
公
共
施
設
の
指
定
管
理

者
に
関
す
る
手
続
き
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
の
管
理
に
民
間
の
活

力
を
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め

の
手
続
き
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

町
議
会
定
例
会

（
12
月
会
議
）
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●�

福
島
町
が
ん
な
ん
か
に
負
け
な

い
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

町
民
の
大
切
な
命
を
守
り
、
が

ん
な
ん
か
に
負
け
な
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
が
ん
検
診
の
無
料

化
を
は
じ
め
、
が
ん
予
防
の
普
及

啓
発
活
動
の
強
化
な
ど
予
防
医
療

に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
推
進
す

る
た
め
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
空
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

空
家
等
が
管
理
不
全
な
状
態
と

な
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

管
理
不
全
な
空
家
等
の
早
期
解
消

を
促
し
、
町
民
の
安
全
で
良
好
な

住
環
境
を
確
保
し
、
住
み
よ
い
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
に
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
農
業
委
員
会
委
員
定
数

条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
現
在
の
定
数
条
例
の
選
挙
６

人
、
議
会
推
薦
１
人
の
規
定
を
廃

止
し
、
委
員
定
数
を
７
人
と
す
る

た
め
の
条
例
改
正
を
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

番
号
法
の
施
行
に
伴
い
、
介
護

保
険
条
例
で
規
定
し
て
い
る
保
険

料
の
徴
収
猶
予
及
び
減
免
に
関
す

る
申
請
事
項
に
個
人
番
号
を
追
加

す
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

▼
計
画
等
の
変
更
▲

●�
第
４
次
福
島
町
総
合
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
定
例
会
９
月
会
議

に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
本
計
画
に

つ
い
て
、
新
規
事
業
の
追
加
及
び

事
業
内
容
等
に
変
更
が
生
じ
た
た

め
後
期
実
施
計
画
の
内
容
を
変
更

し
ま
し
た
。

▼
公
共
的
団
体
活
動
の
総
合
調
整
▲

●�

福
島
町
内
の
公
共
的
団
体
の
活

動
の
総
合
調
整
に
つ
い
て

　

福
島
町
森
林
組
合
の
経
営
に
対

す
る
長
期
的
調
査
と
問
題
点
の
詳

細
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
等
を
図

る
た
め
に
地
方
自
治
法
で
定
め
る

公
共
的
団
体
の
総
合
調
整
の
議
決

を
求
め
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算
▲

●�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

　

総
額
で
５
千
325
万
９
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
41
億

１
千
796
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●�

平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
52
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
億
３
千
８
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

●�

平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

水
道
事
業
費
用
の
営
業
費
用
に

80
万
円
追
加
し
、
資
本
的
収
入
に

１
千
万
５
千
円
の
追
加
、
資
本
的

支
出
を
507
万
８
千
円
減
額
し
ま
し

た
。

▼
議
決
の
更
生
▲

●�

福
島
町
総
合
体
育
館
耐
震
化
等

改
修
工
事
請
負
契
約
の
議
決
更

正
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
５
月
29
日
議
決
の
工

事
請
負
契
約
を
次
の
と
お
り
更
生

し
ま
し
た
。

・
変
更
前　

２
億
３
千
112
万
円

・
変
更
後　

２
億
４
千
599
万

　
　
　
　
　

１
千
600
円

▼
諮
問
▲

●�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て

　

氏
名　

花
田　

春
夫
（
66
歳
）

▼
報
告
▲

●�

福
島
町
議
会
一
般
質
問
等
答
弁

事
項
進
捗
状
況
調
査
の
報
告
に

つ
い
て

　

福
島
町
議
会
一
般
質
問
等
答
弁

事
項
進
捗
状
況
調
査
実
施
要
綱
第

５
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
27
年

12
月
１
日
現
在
の
進
捗
状
況
を
８

ペ
ー
ジ
か
ら
９
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

報
告
し
ま
し
た
。

▼
発
委
▲

●�

北
海
道
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
、
経

済
的
な
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
、

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
北
海
道
及

び
北
海
道
教
育
委
員
会
に
対
し
、

意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

●�

「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る

指
針
」
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る

指
針
」
の
見
直
し
と
「
機
械
的
」

高
校
統
廃
合
を
行
わ
な
い
よ
う
北

海
道
及
び
北
海
道
教
育
委
員
会
に

対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。
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■福島町議会一般質問等答弁事項進捗状況調査の報告（平成２７年１２月1日現在）

整理番号 2 議員名 熊野　茂夫 対応・進捗状況 対応済み

質 問 要 旨
【合併60周年記念事業の庁舎内議論を】
　合併６０周年に関しての、式典も含め色々な事について（計画立案、予算化）の議論は、庁舎内の職員
のきちんとした共通認識の下に、これをテーマとして行ったのか。

取り組み状況

①�１１月２４日～２５日に管理職会議を開催し、再度検討のうえ、感謝状贈呈者を決定し、１２月会議に
おいて報償費を補正計上しました。

　感謝状贈呈者　１０人（個人７人、団体３団体）
　補正計上額　１５０千円（@ １５千円×１０人分、杉材額及び記念品）
　すでに決定済みの方と併せ、１０個人、９団体を表彰。

②表彰については、平成２８年１月６日開催の新年交礼会において、贈呈することに決定しました。
　（記念式典については、実施しません。）

整理番号 3 議員名 川村　明雄 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【館崎遺跡に関する町民への報告講演開催】
①本事業の関係者による町民への報告講演開催。
②皆で縄文文化を考える講座の開催を検討してはどうか。

取り組み状況

　平成２７年５月２１日に開催された総務教育常任委員会（町内埋蔵文化財等の活用方法等について）に
おいて、平成２８年度以降の「館崎遺跡等に関するフォーラムの検討」を説明しております。

　※６月会議の報告内容に変更ありません。

整理番号 4 議員名 川村　明雄 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【スキーの再普及の提案】
　知内町の施設利用による子どもから大人までの、ウインタースポーツ（スキー）の再普及を提案する。

取り組み状況

　平成２７年３月、知内町教育委員会と協議し、今年度の児童スキー教室実施を協議しております。
また、今後の渡島西部４町の共同事業としての可能性も意見交換したところです。

　※６月会議の報告内容に変更ありません。

整理番号 6 議員名 溝部　幸基 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【吉岡支所業務と吉岡総合センターの管理運営】
　吉岡総合センターに支所も入ることになる。今後、総合センターの運営に関しては、運営協議会のよう
な形でソフト展開や利活用方策を考えていると思うので、その内容を確認したい。

取り組み状況

　１１月９日及び１３日に吉岡地区の関係者や町内会長及び婦人の方々と利活用に係る意見交換会を実施
し、従来の利活用案と外部に農園を整備することや、利用者の利便性の確保のための交通手段の確保等、色々
な意見を頂き、運営協議会より、あくまでもボランテイアのような形での運用が良いのではとのことです
ので、今後の管理職会議等で整理してまいります。
　なお、町長が進めている指定管理者の育成に伴う事務所としての利用等も併せて検討しております。
　また、今般の１２月会議に備品の購入に係る予算を提案し、今後は条例の提案やオープンに係るセレモ
ニーの検討、維持管理に係る予算等を整理し、準備を進めてまいります。

まちの身近な話題を募集！

　広報「ふくしま」では、皆さんからの身近な話題を募集
します。「季節外れにきれいな花が咲いた」、「珍しい野菜
が採れた」など、身近な話題やニュースなど何でも構いま
せんので情報を募集します。
　お気軽に企画財政課広報広聴係（☎47-3007）までご連
絡ください。

《町民の皆さんも広報「ふくしま」の記者となり話題
　を提供し広報誌づくりに参加してみませんか。》

●広告掲載料（税込）
　①4.5cm×8.8cm	 （下一段1/2） 	5,000円
　②4.5cm×17.8cm	（下一段）　	 10,000円
●申し込み
　発行月の前月５日までに有料広告掲載申込書を提出して下さい。
■申し込み・問い合せ先
　企画財政課広報広聴係　☎47-3007

広報ふくしまに
広告を掲載しませんか
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■福島町議会一般質問等答弁事項進捗状況調査の報告（平成２７年１２月1日現在）

整理番号 8 議員名 平沼　昌平 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨

【教育費・校歌のCD化について】
　各学校校歌のＣＤ化に取り組む姿勢はあるのか。時間的なことも含めて確認したい。ＣＤ ( 校歌）の提供
により、福島町を離れている札幌及び北海道福島会会員等の郷土愛がより深まることも期待できると思い
ます。

取り組み状況

　閉校した学校（６校）の校歌については、提供を受けた音源と学校資料に基づき、楽譜起こし・歌入れ
が終了しております。
　また、現存校においても、児童生徒による校歌斉唱の録音を終えており、１月の完成・配布を目途とし
ています。

整理番号 9 議員名 溝部　幸基 対応・進捗状況 対応済み

質 問 要 旨

【歳入・留保財源の考え方について】
　町はこれまで、補正財源の留保は主に交付税で措置し、交付税額が決定しても、全額を予算化すること
なく、補正額に合わせて交付税を補正財源とする方法をとっております。本来、交付税を留保財源とする
想定は無く、地方の固有財源である主旨から、財源調整は、町税、財政調整基金を以って対応し、交付税
は決定した段階で全額予算化し、その額を議会及び町民に示すべきと考えます。初めての議論ではあるが、
H27年度の交付税が確定した段階で整理する考えはないか。

取り組み状況
　平成２７年７月２４日に本年度の普通交付税が決定されましたので、定例会９月第２回会議に決定額を
補正計上しております。
　今後の予算補正の財源調整については、財政調整基金繰入金又は、町民税（個人）で対応することとします。

※�整理番号１．５．７．１０．１１の調査は、平成２７年９月１日現在の報告で「実施不可」となっ
ていることから掲載しておりません。

土地や建物でお悩みのことはありませんか？

土地（分筆・地目変更）・建物（新築・増築・滅失）の調査、測量、登
記。農地転用、建設業、産廃業、飲食店営業などの許可申請、相続手続
き・遺言や車輌の登録手続きなどお気軽にご相談ください。

土地家屋調査士・行政書士

（元福島町役場職員）

事務所あ べ 幸 三
親切、丁寧、スピーディ　お客様それぞれのご要望にお応え致します。

〒049-0121北斗市久根別4丁目2番6号
ＪＲ久根別駅より徒歩2分

℡　0138-73-7590

あべ幸三事務所

セブンイレブン 東久根別駅

久根別小学校

しまむらラルズツルヤ

至　木 古 内 至　函 館

▼

▼

国道228号

　

11
月
19
日
（
木
）
札
幌
市
で
、

平
成
27
年
度
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
地
方
自
治
功
労
）
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
前
福
島
町
議
会
議
員
の

加
藤
雅
行
さ
ん
（
白
符
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
平
成
３
年
９
月

か
ら
連
続
６
期
24
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
地
方
行
政
の
進
展
と
地

域
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
こ
の
た
び
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
北
海
道
社

会
貢
献
賞
（
森
を
守
り
緑
に
親
し

む
功
労
者
）
で
は
、
中
塚
建
設
株

式
会
社
（
三
岳
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
塚
建
設
株
式
会
社
は
、
昭
和

40
年
創
業
以
来
、
森
林
保
全
を
通

じ
地
域
住
民
等
の
安
全
安
心
の
確

保
等
や
緑
化
思
想
の
普
及
啓
蒙
へ

尽
力
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
に

よ
り
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
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寿
一
月
二
十
日
（
金
）
陽

光
園
に
入
居
さ
れ
て
い
る
花

田
キ
サ
（
大
正
四
年
十
一
月

二
十
日
）
さ
ん
が
満
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か

ら
長
寿
の
記
念
品
を
贈
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
京
方
面
に
い

る
お
子
さ
ん
た
ち
も
駆
け
つ

け
て
、
お
母
さ
ん
に
お
祝
い

の
花
束
を
贈
る
な
ど
、
和
や

か
な
中
で
花
田
さ
ん
は
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
を
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

十
一
月
二
十
六
日
（
木
）

に
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
応
援
大
使
の
飯
山

裕
志
内
野
手
と
谷
口
雄
也
外

野
手
の
二
人
が
当
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

町
長
室
で
表
敬
訪
問
を
受

け
、
大
き
な
サ
イ
ン
ボ
ー
ル

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
福
島
小

学
校
の
生
徒
た
ち
と
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
な
ど
を
楽
し
む
な

ど
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
を
対
象
と
し
た
「
交

流
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
、
抽
選

会
で
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
当
た
る

な
ど
、
生
の
プ
ロ
野
球
選
手

と
触
れ
合
い
町
民
の
方
々

は
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

に
福
島
吉
岡
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
結
成
四
十
周
年
祝
賀

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
数
が
年
々
減

少
す
る
中
で
、
組
織
の
維
持

も
大
変
な
時
代
で
す
が
、
指

導
者
や
保
護
者
の
方
々
に
感

謝
で
す
。

　

当
日
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
横
綱
太
鼓
や
吹
奏
楽
団

の
演
奏
も
あ
り
、
特
に
吹
奏

楽
の
野
球
応
援
メ
ド
レ
ー
で

は
、
甲
子
園
並
み
の
応
援

エ
ー
ル
で
会
場
は
大
盛
り
上

が
り
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
が
か

か
る
な
ど
、
華
や
か
で
楽
し

い
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
六
日
（
日
）
は
、

昭
和
五
十
年
か
ら
十
三
年

間
、
福
島
中
学
校
で
陸
上
の

指
導
を
さ
れ
た
岡
部
寿
一
氏

が
公
益
法
人
日
本
陸
上
競
技

連
盟
の
功
労
章
を
受
章
さ

れ
、
ホ
テ
ル
函
館
ロ
イ
ヤ
ル

で
行
わ
れ
た
記
念
祝
賀
会
で

は
、
北
斗
市
長
な
ど
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
も
当
時
の
教
え

子
な
ど
が
参
加
し
、
昔
話
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
長
大
会
が
十
一

月
十
八
日
（
水
）
に
東
京
渋

谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
全
国

九
二
八
の
町
村
長
が
一
堂
に

会
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
市
早
苗
総
務

大
臣
、
石
破
茂
地
方
創
生
担

当
大
臣
、
谷
垣
禎
一
自
由
民

主
党
幹
事
長
及
び
大
島
理
森

衆
議
院
議
長
な
ど
、
約
千
三

百
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
棚
野
孝
夫
副
会

長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
は
じ
め

に
藤
原
忠
彦
全
国
町
村
会
会

長
（
長
野
県
上
川
村
長
）
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
安
倍

内
閣
が
進
め
て
い
る
地
方
創

生
を
日
本
創
生
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
大
筋

合
意
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
、

中
山
間
地
域
の
農
業
に
深
刻

な
打
撃
を
与
え
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
し
て
お
り
、
最

重
要
課
題
と
し
て
今
後
も
対

応
し
て
い
く
。
誇
り
あ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、
困
難

な
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
」
と
参
加
者
に

訴
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
の
参
加
で
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

四
年
八
か
月
余
り
が
経
過
し

て
お
り
ま
す
が
、
発
生
か
ら

こ
れ
ま
で「
集
中
復
興
期
間
」

と
し
て
、
特
例
的
な
財
政
支

援
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
原
発
事
故
の
影

響
を
受
け
た
地
域
で
は
、
復

旧
・
復
興
事
業
が
進
展
し
て

い
な
い
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
「
新
し
き　

年
の
初
め
の

初
春
の　

今
日
降
る
雪
の
い

や
重
け
吉
事
」・
・
・
元
日

で
立
春
の
今
日
は
、
雪
が
降

り
積
も
る
よ
う
に
い
よ
い
よ

重
な
れ
、
よ
き
こ
と
・・・「
万

葉
集
」
に
て
大
伴
家
持
が
詠

む
よ
う
に
、
福
島
町
も
素
晴

ら
し
い
一
年
の
ス
タ
ー
ト
と

な
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【明るい話題が続いて…吉事（よきこと）】

新 米 町 長 の 奮 闘 記第３号
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１ 金 元日

２ 土

３ 日

４ 月 福消　福島消防団出初式	 9:00～福祉センター

５ 火

６ 水

総　新福島町発足60周年記念感謝状贈呈式

　　三者合同新年交礼会及び平成27年度町表彰者等受賞

　　祝賀会	 18:00～福祉センター

７ 木

８ 金 保健　温泉健康相談	 10:30～15:30吉岡温泉

９ 土

10 日

11 月 成人の日

12 火

税　医療費控除特設相談（※相談のみ受け付けます。）

	 9:00～12:00・13:00～15:00役場

保健　ふれあい教室	 10:00～11:30浜中母と子の家　　

	 13:30～15:00健康づくりセンター

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30福島保育所

13 水

税　医療費控除事前審査 

	 9:00～12:00・13:00～15:00役場・吉岡支所

保健　リハビリ教室	 10:00～11:30健康づくりセンター

保育　こぐまクラブ	 10:00～福島保育所

14 木

税　医療費控除事前審査 

	 9:00～12:00・13:00～15:00役場・吉岡支所

保健　特定健診・各がん検診

	 7:00～ 9:00吉岡支所　　　　　

	 10:00～12:00健康づくりセンター

保育　運動保育	 10:00～福島保育所

15 金

税　医療費控除事前審査	9:00～11:00あづま～る　　　　

	 9:00～12:00・13:00～15:00役場

保健　特定健診・各がん検診	

	 7:00～ 9:00健康づくりセンター

	 10:00～11:00吉岡支所　　　　　

16 土

17 日 教　町民将棋大会　　             10:00～福祉センター

18 月

税　医療費控除事前審査	9:00～12:00・13:00～15:00役場

保健　ふれあい教室	 10:00～11:30吉野母と子の家

	 13:30～15:00吉岡支所　　　

19 火

税　医療費控除事前審査	9:00～12:00・13:00～15:00役場
保健　ふれあい教室	 13:30～15:00白符ふれあいセンター
教　町内各小中学校3学期始業式
保育　木工体験教室（つばめ組）	 10:00～福島保育所
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30福島保育所

20 水
税　医療費控除事前審査	9:00～12:00・13:00～15:00役場
保育　ALT 訪問（英語であそぼう）	 10:00～福島保育所
福幼　第3学期始業式	 10:00～福島幼稚園

21 木

議　議会運営委員会	 9:00～議会委員会室

　　（定例会１月会議の運営ほか）
議　定例会１月会議	 10:00～議会議場
議　議会運営委員会	 13:30～議会委員会室

　　（議会だよりの編集ほか）
税　医療費控除事前審査

	 9:00～12:00・13:00～15:00役場・吉岡支所
保健　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30健康づくりセンター

22 金

税　医療費控除事前審査	9:00～12:00・13:00～15:00役場
保健　育児教室	 10:00～11:30健康づくりセンター
保育　福島保育所誕生会（バイキング給食）

	 10:00～福島保育所

23 土

24 日

25 月 保健　ふれあい教室	 13:30～15:00健康づくりセンター

26 火

保健　ふれあい教室	 10:00～11:30千軒あづま～る

	 13:30～15:00三岳母と子の家
教　移動図書事業	 福小10:15、吉小14:15
保育　年長児ごちそう作り	 9:40～福島保育所つばめ組
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30福島保育所

27 水 福幼　ロバート先生と英語で楽しく	 10:00～福島幼稚園

28 木

保健　健康料理教室	 10:00～12:00健康づくりセンター

　　テーマ：高血圧予防・減塩レシピ
保健　介護家族交流会	 13:30～15:00健康づくりセンター
保育　避難訓練	 10:00～福島保育所

29 金
保健　障がい者総合相談センター「めい」巡回相談

	 13:30～15:30役場

30 土
教　町民なわとび大会	 9:00～福島小学校体育館
福幼　絵本の広場	 10:00～12:00福島幼稚園

31 日 教　日曜参観・ふるさとを食べる集会	 8:30～吉岡小学校

今月の行事予定

議 議会事務局 （47）2215

総 総務課（代表）　 （47）3001

企 企画財政課 （47）3007

税 税務課 （47）4683

住 住民生活課 （47）4681

保健 保健福祉課 （47）4682

建 建設課 （47）3006

水 水産商工課 （47）3004

農 農　林　課 （47）3002

教 教育委員会 （47）3675

保育 認定こども園福島保育所（47）3440

福幼 福島幼稚園 （47）2233

福消 福島消防署 （47）2119

観 観光協会 （47）3004

お問い合わせ先　– telephone -

１ 月
January
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　福島町では、町が目指す将来像を示す「第５次福島町総合計画」、町の人口減少の抑制を目指した「福
島町人口ビジョン・総合戦略」、町の健全な財政運営を目指した「第２次福島町まちづくり行財政推進プ
ラン」の策定を進めております。
　これらの計画の策定にあたり、町民の皆様の意見を広く反映させるため、パブリックコメント（意見の
公募）を実施しますので、ご意見、ご提言をお寄せ下さい。

　「第５次福島町総合計画」、「福島町人口ビジョン・総合戦略」、「第２次福島町まちづくり行財政推進プ
ラン」の各計画（案）について、皆さんに説明し、多くの意見をいただくための説明会を開催します。
　説明会の終了後には、まちづくり全般にわたる懇談会を行いますので、多くの皆さんの参加をお待ちし
ております。【開始時間はいずれも、午後6時30分となっております。】

※松浦、吉野、館崎１、館崎２・３町内会の説明会は、昨年12月末に開催済となっています。

①第５次福島町総合計画【基本構想、基本計画、実施計画・展望計画】
②福島町人口ビジョン・総合戦略
③第２次福島町まちづくり行財政推進プラン

各計画（案）に対する意見を募集します。

総合計画等町民説明会を開催します

◆公表資料
①第５次福島町総合計画【基本構想、基本計画、実施計画・展望計画】（案）及び概要版
②福島町人口ビジョン・総合戦略（案）及び概要版
③第２次福島町まちづくり行財政推進プラン（案）及び概要版

◆閲覧場所 福島町ホームページ、役場２階企画財政課、吉岡支所

◆意 見 の
　提出方法 意見提出様式により、郵便・電子メール・ＦＡＸのいずれかの方法で提出願います。

◆意 見 の
　提 出 先

福島町役場企画財政課、吉岡支所
FAX 47-4504、ﾒｰﾙ kikaku@town.fukushima.hokkaido.jp

◆意 見 の
　提出期間 平成27年12月21日（月）～平成28年1月21日（木）まで

月　日 町内会 会　　場 月　日 町内会 会　　場

1/ 8 （金） 吉岡1、2、3 吉岡漁村センター 1/21 （木） 塩釜 塩釜生活館

1/12 （火） 豊浜、宮歌 宮歌生活館 1/22 （金） 浦和 浦和生活館

1/13 （水） 白符 白符ふれあいセンター 1/26 （火） 三岳1 三岳母と子の家

1/14 （木） 日向2、1、3 日向生活館 1/27 （水） 緑町、丸山、新栄町 福祉センター

1/18 （月） 福島4、3、2、1　館古 福島町役場 1/28 （木） 三岳2 三岳寿の家

1/19 （火） 月崎1 浜中母と子の家 1/29 （金） 千軒 あづま～る

1/20 （水） 月崎2 月崎母と子の家 2/ 1 （月） 岩部 岩部生活改善センター
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「福島町空家等の適正管理に関する条例」が
４月１日よりスタートします !!

　この条例は、「空家」等の所有者等の責務を明らかにするとともに、町民の生命・身体・財産
及び生活環境に対する重大な損害の発生の防止を目的としています。
　空家など個人の所有物は、所有者が自己の責任で管理するのが基本ですが、町内には危険な空
家も多く、それらについて是正するため今回の条例を制定しました。

現 地 調 査

現 地 調 査

指 導・ 助 言

交 付 決 定

勧 　 　 告

所有者による解体

命 　 　 令

補助金交付

公 　 　 表

代 執 行

「特定空家」に対する
措置の流れ

空家除却補助金
交付までの流れ

①�そのまま放置すれば倒壊の危険が有
る状態

②�そのまま放置すれば衛生上有害とな
る恐れがある状態

③�適切な管理が行われていないことに
より著しく景観を損なっている状態

④�周辺の生活環境の保全を図るために
放置することが不適切な状態

特定空家等とは

◎ 町内空家状況

近所に危険な空家が有るときには・・・

「特定空家」

空家件数 倒壊の危険有 飛散の危険有
369 33 56

H27年12月現在

自分の空家を解体したい時には・・・

役場建設課へ連絡ください。

所有者による解体に対し、費用の「２
分の１以下で６０万円を限度額」と
して助成します。

お問い合わせ先 　建設課 ☎４７－３００６
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がんなんかに負けないぞ！

◆「福島町がんなんかに負けない基本条例」を制定
～「がん検診の無料化！」～

特集シリーズⅠ

　町では、条例制定を機に「がん予防」の取り組み等を町民の皆さんに
知って頂くため、町広報１～３月号まで３回に亘り、特集シリーズを企
画しました。１回目は、条例の内容について、お知らせします。

１．条例制定の目的
　国は、“がん”の予防対策として、がん検診受診率５０％以上を目標に取り組んでいます。
　しかし、当町でもがん検診の受診率は、依然として低く、早期発見できるがんでも、残念なが
ら未受診のため重症化してからの治療となり、死に至っているケースも少なくありません。
　そのため、「がん検診の無料化」や「普及啓発活動の強化」などを推進し、健康寿命の延伸と
医療費の抑制を図ることを目的に、平成２７年１２月１５日に条例を制定したところです。

　約２人に１人は、がんにかかり、
３人に１人は、がんで亡くなると
言われています。
＜死因別割合（平成26年）＞

２．それぞれの役割

３．推進する主な取り組み
　①がん予防対策
　・食生活、運動、生活習慣、がん対策の推進等
　・官民施設での「たばこ禁煙・分煙」の普及促進
　②がん検診の受診率の向上
　・町が実施する各種がん検診の無料化
　・�がん検診等の普及啓発活動（健康ポイント制度の
　　創設、健康づくり推進員の受診勧奨等）
　③がん対策の広報充実、がん患者等への支援　等

４．施行期日　　平成２８年４月１日から

●死因の第１位は“がん”

医療費の抑制 

がん検診 

早期発見・治療

健康寿命の延伸受診率アップ

お問い合わせ先 　保健福祉課　健康増進係 ☎４７－４６８２

がん
28.9％

心疾患
15.5％

肺炎
9.4％

脳血管疾患
9.0％

老衰
5.9％

不慮の事故
3.1％

腎不全
1.9％

自殺
1.9％

大動脈瘤及び解離
1.3％

慢性閉塞性肺疾患
（COPD）
1.3％

その他
21.9％

町 ・がん対策に関し実効性ある施策を実施
町民 ・喫煙、食生活、運動等、がんの予防

・毎年一回程度は、がん検診を受診
事業者 ・従業員が検診を受診しやすい環境整備
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町
で
は
、
地
域
経
済
の
発
展
を
計

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
福
島
町
企

業
振
興
条
例
」
を
制
定
し
平
成
26
年

度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
３
年

間
、
企
業
施
設
の
設
備
投
資
を
は
じ

め
、
雇
用
者
の
拡
大
に
係
る
雇
用
奨

励
、
外
国
人
技
能
実
習
生
を
対
象
と

し
た
助
成
な
ど
、
労
働
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
の
助
成
措
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
事
業
者

①�
町
内
に
土
地
又
は
建
物
（
償
却
資

産
を
除
く
）
を
有
し
、
か
つ
、
事

務
所
又
は
事
業
所
を
設
置
し
て
い

る
事
業
者
。

②�

町
内
に
法
人
登
記
を
し
て
い
る
事

業
者

　

�

た
だ
し
、
風
俗
営
業
等
の
事
業
者

は
除
く

助
成
の
内
容

①
施
設
投
資
助
成
金

　

企
業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
企
業
施
設
の
新
設
等
の
投
資
額

が
300
万
円
以
上
の
場
合
、
そ
の
３
分

の
１
以
内
を
助
成
し
ま
す
。（
上
限

額
＝
３
年
間
で
通
算
300
万
円
）

②
雇
用
奨
励
助
成
金

　

新
た
に
雇
用
し
た
月
を
基
準
と

し
、「
基
準
月
か
ら
１
年
の
う
ち
通

算
９
箇
月
の
平
均
雇
用
者
数
」と「
基

準
月
の
前
年
度
末
か
ら
過
去
３
年
間

の
平
均
雇
用
者
数
」
で
増
加
し
た
人

数
１
人
当
た
り
50
万
円
を
事
業
者
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。（
上
限
額
＝

250
万
円
で
助
成
期
間
は
１
年
限
り
）

③
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
助
成
金

�　

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
よ
る
技

能
実
習
生
を
受
け
入
れ
す
る
事
業
者

に
対
し
て
１
人
当
た
り
１
回
限
り
で

30
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
上
限
額
＝
１
年
当
た
り
180
万
円
）

　

こ
の
助
成
制
度
は
、
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
の
設
備
投
資
や
雇
用
奨

励
、
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
を
し

た
事
業
所
へ
の
助
成
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
該
当
に
な
り
そ
う
な
事

業
計
画
、
相
談
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
水
産
商
工
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
47
―
３
０
０
４

平成27年度施設投資事業内容
（４月～11月迄の実績）

平成27年度雇用奨励助成金
利用実績（４月～11月迄の実績）

平成27年度外国人技能実習生受入
助成金利用実績（４月～11月迄の実績）

業　　種 対象雇用増数
情報通信業 ２人

業　　種 対象者数
製造業 ６人

業　　種 事　業　内　容
製造業 加工場事務所の新設
製造業 加工場施設及び設備の増設・更新
製造業 事業専用の自動車
運輸業 事業専用の自動車
水産養殖業 昆布作業場屋根の更新、昆布洗浄機・プレハブ購入
建設業 事業専用の自動車
製造業 乾燥機のガス化及び冷蔵庫電動扉更新
製造業 事業専用の自動車
製造業 ボイラー新設ほか
医療業 事業専用の自動車
葬儀業 事業専用の自動車
製造業 加工場処理台更新、天井・壁アルミ板張
漁業 省エネ安定器外更新
不動産賃貸業 賃貸アパート改修
宿泊業 ペンション改修
水産養殖業 事業専用の自動車
漁業 漁船エンジンボーリング整備
水産養殖業 昆布乾燥場新設、事業専用の自動車
卸売業・小売業 事業専用の自動車
不動産賃貸業 賃貸アパート改修
宿泊業、飲食
サービス業

外壁改修

漁業 昆布乾燥場修繕・昆布洗浄機購入　外
製造業 加工場床更新・高圧洗浄機１台購入　外

合   計 ２２件

☆支援制度のポイント☆
１　幅広い分野での対象要件：ほぼ全ての業種
２　施設投資助成金：３００万円以上の設備投資に１／３以内を助成
３　雇用奨励助成金：一人５０万円を助成
４　外国人技能実習生受入助成金：一人３０万円を助成

福島町企業等振興支援制度
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国 のお知らせ民 年 金

　国民年金は、年をとった時やいざという時の生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られ
た仕組みです。
　具体的には、若い時に公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとった時や、病気やケガで
障害が残った時、家族の働き手が亡くなった時に、年金を受け取ることができる制度です。

◎将来の大きな支えになります

　国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

★「学生納付特例制度」

　�　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。

　�　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方
です。

★「若年者納付猶予制度」

　�　学生でない３０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。

◎老後のためだけのものではありません

　国民年金には、年を取ったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　�障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取ることができます。また遺族年金は、加入者

が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」が受
け取ることができます。

※�函館年金事務所による年金相談は『予約制』のため、相
談日の３日前までに相談したい内容を役場住民生活課戸
籍年金係（☎47-4681）へ電話でお申し込み下さい。

場所　福島町役場
時間　午前10時～12時・午後1時～3時

次回の年金相談日のお知らせ

2月10日㈬

お問い合わせ先 　　住民生活課戸籍年金係 ☎４７－４６８１

２０歳になったら国民年金！

国民年金のポイント

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
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■高額介護合算療養費及び医療費通知について■
後期高齢者医療制度のお知らせ

高額介護合算療養費について
　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が
限度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。なお、
手続きには市町村窓口への申請が必要となります。

医療費通知の送付を希望される方へ
　北海道後期高齢者医療広域連合では、発行をご希望される方を対象に、医療費を半年ごとにまと
めた医療費通知を送付しています。次回の発行は平成28年３月末（平成27年７～12月診療分）に行
います。

　新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合または保健福祉課国
民健康保険係（後期高齢者医療担当）へご連絡下さい。

○　すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方につきましては、継続して発行しますので、
再度のご連絡は必要ありません。
○　この通知を受け取られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。
※　この通知を確定申告などの「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできません。

○　後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
○　支給額が500円以下の場合は支給されません。

※１　世帯全員が住民税非課税である方
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万

円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月31日】◆自己負担限度額表

◆新たに発行をご希望の方はご連絡下さい。

負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額

３割 現 役 並 み 所 得 者 ６７万円

１割

一 　 　 　 　 　 　 　  般 ５６万円

住 民 税 非 課 税 世 帯
区 分 Ⅱ（※１） ３１万円

区 分 Ⅰ（※２） １９万円

申請される方は、保健福祉課国民健康保険係（後期高齢者医療担当）までお申し出下さい。

お　問　い　合　わ　せ　先
北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060-0062
　　　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　　国保会館６階
電話　０１１－２９０－５６０１

保健福祉課国民健康保険係
後期高齢者医療担当
電話　４７－４６８２
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小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
８
名
が
普
段
自
分
の
考
え

て
い
る
こ
と
を
文
章
に
表
わ

し
、
自
分
の
声
で
聴
衆
に
訴

え
る「
青
少
年
の
主
張
大
会
」

が
12
月
５
日
（
土
）、
青
函

ト
ン
ネ
ル
記
念
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

８
名
の
発
表
者
は
、
戦
争

に
対
す
る
思
い
、
自
分
の
理

想
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
で
持

論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
な
ど
か
ら
推
薦
し

て
い
た
だ
い
た
審
査
員
の
審

査
に
よ
り
次
の
と
お
り
賞
を

決
定
し
ま
し
た
。

◎
小
学
生
の
部

【
金
賞
】

　
福
小
６
年　

阿
部　

莉
奈
さ
ん

　

  「
七
十
年
前
の
悲
し
い
出
来
事
」

　
福
小
６
年　

阿
部　

玲
二
く
ん

　
「
戦
争
と
僕
に
で
き
る
こ
と
」

　
福
小
６
年　

榊
原
さ
く
ら
さ
ん

　
「
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
大
切
さ
」

【
銀
賞
】

　
吉
小
６
年　

川
口
つ
ぐ
み
さ
ん

　
「
勉
強
の
大
切
さ
」

◎
中
学
生
の
部

【
銀
賞
】

　
福
中
１
年　

新
山　
　

蘭
さ
ん

　
「
喜
怒
哀
楽
」

　
福
中
１
年　

馬
躰
洸
史
郎
さ
ん

　
「
友
達
と
は
何
か
」

◎
高
校
生
の
部

【
銀
賞
】

　
福
商
１
年　

坂
本　

菜
緒
さ
ん

　
「
理
想
の
先
生
」

　
福
商
１
年　

高
橋　

美
波
さ
ん

　
「
海
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
日
本
」

◆
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
座

　

12
月
５
日
（
土
）、
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス
に

向
け
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
で

お
馴
染
み
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ツ

シ
ョ
ッ
プ
桔
梗
代
表
で
あ
る

山
本
か
お
る
さ
ん
が
講
師
を

務
め
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
を
凝
ら
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

作
成
し
ま
し
た
。

◆
し
め
縄
作
り
講
座

　

12
月
９
日
（
水
）
か
ら
11

日
（
金
）
に
か
け
て
し
め
縄

作
り
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
笹
島
義
葊
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
個

性
を
出
し
な
が
ら
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

◆�

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り
講

座

　

12
月
９
日
（
水
）、
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
対
馬
幸
華
さ
ん

が
講
師
と
な
り
、
消
し
ゴ
ム

は
ん
こ
作
り
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
年
賀
状
用
に
は

ん
こ
を
作
成
し
、
参
加
者
は

新
年
に
向
け
て
独
自
の
は
ん

こ
と
、
年
賀
状
を
作
成
し
て

い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
講
座

青
少
年
の
主
張
大
会開催

　

今
年
度
の
締
め
と
な
る
高

齢
者
学
級
が
、
12
月
７
日

（
月
）
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
へ
の
修
了
証
書
の

授
与
の
後
、
町
長
か
ら
「
わ

た
し
の
思
い
」
と
題
し
た
講

話
で
福
島
町
の
将
来
に
つ
い

て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
福
島
中
学

校
の
小
野
寺
先
生
の
指
導
で

参
加
者
は
童
謡
な
ど
全
８
曲

を
み
ん
な
で
一
緒
に
歌
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
福
島
保
育
所
の
園

児
に
よ
る
お
遊
戯
で
は
非
常

に
大
き
な
拍
手
が
湧
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
学
級
生
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
や
大
正
琴
が
披
露
さ

れ
、
賑
や
か
に
閉
講
式
を
終

了
し
ま
し
た
。

高
齢
者
学
級
閉
講
式
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○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

▽�

第
13
回
教
育
長
杯
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
大
会
（
12
月
３
日

～
４
日
福
島
小
学
校
）

優　

勝　

Ｋ
Ｂ
‘
Ｓ

準
優
勝　

デ
ビ
ル
マ
ン

第
３
位　

吉
岡

○
空
手
道

▽�

第
17
回
渡
島
管
内
空
手
道

交
流
大
会
（
11
月
29
日
北

斗
市
浜
分
体
育
セ
ン
タ
ー
）

入
賞
者　

個
人
組
手
競
技　

小
学
５
・
６
年
の
部
男
子

第
３
位　

阿
部
玲
二

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▽�

第
56
回
道
南
中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
10

月
18
日
～
宇
賀
の
浦
中
学

校
体
育
館
ほ
か
）

【
男
子
】

１
回
戦

福
島
74
―
51
大
中
山

２
回
戦

福
島
38
―
92
亀
田

【
女
子
】

１
回
戦

　

福
島
39
―
49
函
館
西

▽�

第
７
回
函
館
臥
牛
ラ
イ
オ

ン
ズ
杯
中
学
１
年
生
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
11

月
14
日
～
宇
賀
の
浦
中
学

校
体
育
館
ほ
か
）

○
少
年
野
球

　

11
月
29
日
（
日
）、
福
島
・

吉
岡
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

結
成
40
周
年
記
念
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
フ
ッ
ト
サ
ル

▽�

第
21
回
四
町
交
流
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
（
11
月
21
日
松

前
小
学
校
・
松
前
中
学
校
）

〈
低
学
年
の
部
〉

優　

勝　

松
前
少
年
団
Ｂ

準
優
勝　

�

福
島
ス
ル
メ
フ
ァ

イ
ブ

第
３
位　

松
前
キ
ッ
ズ
２

【
男
子
】

１
回
戦

　

�

福
島
58
―
36
桐
花
ラ
・

サ
ー
ル
合
同
チ
ー
ム

２
回
戦

　

福
島
24
―
77
八
雲

【
女
子
】

１
回
戦

　

�

福
島
30
―
51
北
檜
山
戸
倉

的
場
合
同
チ
ー
ム

〈
高
学
年
の
部
〉

優　

勝　

知
内
Ａ

準
優
勝　

松
前
Ａ

第
３
位　

知
内
Ｂ

　

※�

低
学
年
の
部
で
準
優
勝

と
見
事
な
結
果
を
残
し

ま
し
た
。

◆
町
民
な
わ
と
び
大
会

▽
日
時
／
１
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

▽
場
所
／
福
島
小
学
校

▽�

対
象
／
小
学
校
１
年
生
以

上
（
小
学
生
各
学
年
の
部
、

親
子
ペ
ア
の
部
、
学
校
対

抗
集
団
縄
跳
び
の
部
）
の

男
女
の
チ
ー
ム

▽�

申
込
／
１
月
21
日
（
木
）

ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
47
―
３
６
７
５

◆
町
民
将
棋
大
会

▽
日
時
／
１
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～　

▽
場
所
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

※�

町
民
将
棋
大
会
の
開
催
に

伴
い
、
将
棋
同
好
会
に
加

入
す
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。　

　

�　

入
会
し
た
い
方
、
不
明

な
点
が
あ
る
方
は
教
育
委

員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
☎
47
―
３
６
７
５

☆
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

　

１
月
の
行
事
予
定

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
等
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福
島
町
教
育
研
究
集
会

３
年
生
の
社
会
科
見
学

全
校
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

ふ
れ
あ
い
給
食

給
食
試
食
会

「
命
の
大
切
さ
」

　

11
月
19
日
（
木
）、
本
校
を
会

場
に
福
島
町
教
育
研
究
集
会
が
町

内
全
教
職
員
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
前
半
は
、
福
島
町
基

礎
学
力
向
上
委
員
会
の
道
外
視
察

研
修
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
９
月
に
町
内
各
校
の
代
表

４
名
が
秋
田
県
の
小
中
学
校
を
訪

問
。
そ
こ
で
視
察
し
た
様
々
な
取

組
や
授
業
の
様
子
な
ど
を
ス
ラ
イ

ド
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
講
師
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
教
室
ク
レ
バ
ー
キ
ッ
ズ
代

表
の
熊
谷
光
洋
氏
に
「
授
業
改
善

を
図
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
教
育
メ
デ
ィ
ア
を
生
か

し
た
活
用
法
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

授
業
改
善
を
進
め
て
い
く
上
で
と

て
も
参
考
と
な
る
講
演
で
し
た
。

　

12
月
11
日
（
金
）
に
、
全
校
児

童
が
一
緒
に
体
育
館
に
集
ま
っ
て

給
食
を
食
べ
る
「
ふ
れ
あ
い
給
食
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
保
健
委
員
会
に
よ
る

給
食
に
関
す
る
栄
養
ク
イ
ズ
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
栄
養
教
諭
の
猪

刈
先
生
か
ら
食
品
の
成
分
や
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
が
一
緒
に
集
ま
っ
て

の
ふ
れ
あ
い
給
食
は
年
２
回
行
わ

れ
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
学
級
ご
と
に

食
べ
る
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
、

縦
割
り
班
で
の
給
食
と
な
り
ま
し

た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ハ
ン
バ
ー
グ
カ

レ
ー
。
食
器
に
盛
ら
れ
た
カ
レ
ー

を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
表
情
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

12
月
１
日
（
火
）、
３
年
生
が

社
会
科
の
授
業
で
町
内
の
水
産
会

社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

担
当
の
方
か
ら
イ
カ
漁
の
状
況

や
加
工
の
仕
方
、
様
々
な
調
理
法

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち

は
、
食
べ
物
へ

の
感
謝
と
私
た

ち
の
町
、
福
島

の
良
さ
を
学
習

を
通
じ
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
（
火
）・
17
日
（
木
）

の
２
回
に
わ
た
り
児
童
会
委
員
会

の
企
画
に
よ
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
が
本
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
縦
割
り
班
５
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
楽
し
く

交
流
。
冬
の

寒
さ
に
負
け

ず
元
気
い
っ

ぱ
い
活
動
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
（
月
）、
給
食
試
食

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
字
通
り
試
食
す
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
保
護
者
の
希
望
で
も

あ
り
子
供
達
と
会
食
の
形
を
と
り

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
麻
婆

豆
腐
と
中
華
ス
ー
プ
で
和
や
か
な

雰
囲
気
で
の
給
食
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
食
育
」
の
時
間
と
し
て
給
食

も
教
育
の
時
間
と
な
り
ま
し
た

が
、
子
供
達
に
と
っ
て
は
、
い
つ

も
に
も
増
し
て
楽
し
い
時
間
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

12
月
11
日
（
金
）
の
全
校
朝
会

で
子
供
た
ち
に
「
命
の
大
切
さ
」

に
つ
い
て
、
松
前
警
察
署
の
町
田

巡
査
長
と
藤
田
事
務
職
と
高
橋
巡

査
部
長
が
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
手
作
り
の
紙
芝
居
を
、
や

さ
し
い
語
り
口
で
き
か
せ
、
見
せ

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
子
供
た
ち

は
と
て
も
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。
思
い
や
り
の
心
、
人
と
人
と

の
温
か
い
ぬ
く
も
り
、
自
分
の
感

情
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
な
ど

も
、
命
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

高
橋
巡
査
部
長
か
ら
は
、
た
っ

た
一
つ
し
か
な
い
命
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
お
話
が
さ
れ
ま

し
た
。普
段
の
生
活
の
中
で
も「
命

の
大
切
さ
」
を
意
識
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
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普
通
救
命
講
習
会

～
命
の
大
切
さ
を
～

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

～
町
内
各
事
業
所
で
～

平
成
27
年
度
　
福
島
町
PTA

連
合
会
研
究
大
会
の
開
催

　

今
年
度
の
就
業
体
験
学
習
（
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
は
、
11
月
11

日
（
水
）
～
13
日
（
金
）
の
３
日

間
で
実
施
し
ま
し
た
。
２
年
生
21

名
が
、
福
島
町
役
場
を
始
め
、
９

事
業
所
に
分
か
れ
て
就
業
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
自
己

の
職
業
へ
の
意
識
や
職
業
観
・
勤

労
観
を
養
い
、
将
来
に
つ
い
て
見

つ
め
、
目
標
を
持
た
せ
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
達
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
、
事
業
所
の
方
に
仕
事
を
一
つ

一
つ
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
３
日
間
で
得
た
も
の
は
と

て
も
多
く
、
充
実
し
た
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協

力
い
た

だ
き
ま

し
た
事

業
所
の

方
々
、

生
徒
の

活
動
を

温
か
く

見
守
っ

て
く
だ

さ
い
ま

し
た
地

域
の
皆

様
に
感

謝
申
し

上
げ
ま

す
。

　

本
校
で
は
毎
年
、
２
年
生
を
対

象
に
普
通
救
命
講
習
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11
月
19

日
（
木
）
に
福
島
消
防
署
の
方
を

講
師
に
招
き
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
技
で
は
、
男
女
別
の
２
班
に

分
か
れ
て
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
用

し
た
「
心
肺
蘇
生
法
」
や
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
用
方
法
」
を
生
徒
全
員
が
体
験

し
ま
し
た
。

　

講
習
会
を
通
し
て
、
生
徒
一
人

ひ
と
り

が
「
命

の
大
切

さ
」
を

再
認
識

す
る
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。

　

11
月
22
日
（
日
）
に
平
成
27
年

度
福
島
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会

が
福
島
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
講
師
と
し
て
以
前
福

島
中
学
校
で
も
教
鞭
を
執
ら
れ
た

経
験
も
あ
り
、
現
在
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

お
り
ま
す
山
中
義
廣
様
を
お
呼
び

し
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
風
味
の
利
い
た
子
育

て
」
と
題
し
、
子
ど
も
と
の
ふ
れ

あ
い
や
子
ど
も
の
話
へ
の
う
な
ず

き
、
そ
し
て
常
に
後
ろ
か
ら
そ
っ

と
見
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
子

育
て
に
は
大
事
で
あ
る
と
言
う
こ

と
を
、
長
い
教
職
経
験
の
中
か
ら

ご
講
演
下
さ
い
ま
し
た
。
聞
い
て

い
た
保
護
者
の
方
々
も
メ
モ
を
取

り
、
う
な
ず
き
な
が
ら
講
演
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

３
年
生
入
試
に
向
け
　
本
格
始
動

福
島
町
青
少
年
の
主
張
大
会

そ
ろ
っ
て
銀
賞
受
賞

　

12
月
１
日（
火
）か
ら
８
日（
火
）

ま
で
の
６
日
間
、
三
者
面
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
、
生

徒
・
保
護
者
・
担
任
の
三
者
で
、

生
徒
の
家
庭
で
の
様
子
、
日
頃
学

校
で
の
学
習
面
・
生
活
面
で
の
様

子
、
そ
し
て
今
後
の
学
校
で
の
生

活
や
学
習
の
仕
方
・
進
路
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

３
年
生
は
こ
の
三
者
面
談
で
進

路
を
最
終
決
定
す
る
と
い
う
側
面

が
あ
り
、
生
徒
も
保
護
者
も
、
そ

し
て
担
任
も
緊
張
し
た
面
持
ち
で

面
談
を
行
い
進
路
決
定
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
３
年
生
は
15
日
（
火
）
に

は
面
接
の
事
前
指
導
が
行
わ
れ
、

入
室
す
る
と
き
の
ノ
ッ
ク
の
仕
方

や
面
接
中
の
目
線
の
位
置
、
立
ち

振
る
舞
い
な
ど
面
接
試
験
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
日
（
金
）
か
ら
は
願
書
書
き
、

17
日
（
木
）
か
ら
は
面
接
練
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
学
校
全
体

が
入
試
に
向
け
て
本
格
始
動
し
始

め
て
き
て
い
ま
す
。

　

12
月
５
日
（
土
）
に
平
成
27
年

度
福
島
町
青
少
年
の
主
張
大
会
が

福
島
町
青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
年
生
の
新
山

蘭
さ
ん
と
２
年
生
の
馬
躰
洸
史
郎

君
の
２
名
が
福
島
中
学
校
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

新
山
蘭
さ
ん
は
「
喜
怒
哀
楽
」

と
題
し
、
人
間
の
感
情
の
大
切
さ

や
必
要
性
に
つ
い
て
主
張
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

馬
躰
洸
史
郎
君
は
「
友
達
と
は

何
か
」
と
題
し
、
こ
れ
ま
で
の
生

活
や
部
活
動
で
の
経
験
か
ら
、
本

当
の
友
情
と
は
何
か
に
つ
い
て
主

張
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
主
張
も
中
学
生
ら
し

い
瑞
々
し
い
主
張
で
し
た
。
新
山

蘭
さ
ん
と
馬
躰
洸
史
郎
君
に
は
福

島
町
教
育
委
員
会
よ
り
銀
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
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ご意見やお問い合わせは   農林課まで　☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

　１２月１１日（金）、福祉センターで福島町農村生活改善グループ主催の「第３８回福島町農村生活
工夫展」が開催され、改善グループ会員により漬物や黒米を利用した料理、手芸品等が７部門の合計で
８０品ほど出品されました。
　また、今年は町村合併６０周年記念行事の一環として、審査員８名で部門ごとに審査を行い、最優秀
賞の方へ福島町から記念楯を贈呈しました。

　農業委員会等に関する法律が改正され、農業委員の選挙は行われないこととなったため、新たに選出
することとなる農業委員候補者を募集します。
募集方法 推薦又は公募
委員になれない人 福島町に住所を有しない人、教育委員、固定資産評価審査委員会委員、福島町職員
受付期間及び時間 平成28年1月6日（水）～2月4日（木）※土・日・祝日を除く

午後8時30分～午後5時
受付場所 福島町農業委員会事務局（福島町役場2階農林課内）

要件 農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の農業委
員会の所掌に関する事項に関し、その職務を適切に行うことができるもの

任期 平成28年4月1日～平成31年3月31日（3年間）
定数 7人
報酬 10,800円（月額）
主な業務 農地転用等の審議、農地利用最適化に関する業務など
提出書類 推薦届出書・応募書

上記受付場所に備え付けています。また、福島町ホームページで電子ファイルを記載
していますので、ご利用ください。

選任方法 受付期間中と終了後に推薦及び募集状況を公表し、候補者の審査を行い、町議会の同
意を得て町長が任命します。

その他 今回の法改正で、農業委員会業務に利害関係のない人を1名以上入れることになりま
した。

第３８回農村生活工夫展開催！

農業委員を募集します
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　福島町の皆様、最近運動はしてますでしょうか？　　　　　　　　
　私は、毎週火曜・木曜日の週に２回、相撲少年団の稽古に参加させて頂いております。
　昔から相撲は「心・技・体」の充実と向上できる競技と位置付けされてます。
　単に勝つだけではなく、体を鍛え、技を磨き、心を高め、不動の境地に至ることが究
極の目的と言われており、どんなスポーツでも良い結果を出すには、「心・技・体」の「三
位一体」が必要です。
　人間のパフォーマンスには次の３つの要素があります。
　１．「心」・・・メンタル、精神力
　２．「技」・・・技術、テクニック
　３．「体」・・・フィジカル、筋力・持久力など　　　
　特に小学生、中学生はこの時期に「心・技・体」を磨くことが今後の人生のあらゆる場面で大きく影響してく
ると思っております。
　相撲を通して体を鍛え、技を磨き、心を高めていけるよう私も頑張っていきます。　　　　　　　　　　
　現在相撲少年団の練習は、１８時から福祉センター２階で行われております。気軽に見学・稽古に参加できま
すので皆様も一度来て見てはいかがでしょうか？お待ちしております！！

　新年明けましておめでとう御座います。福島町にとって、また日本にとっても良い１
年になるように祈念し、今年は更に精進してまいります。
　これは30年前の話ですが、徳島県のある町で地域起こしの画期的な仕事が始められま
した。
　それは普通にその辺に生えている草や木を高級料亭の飾り付けや生け花の材料として
売るというものでした。現在では携帯端末やタブレットを駆使して年収1000万程を稼い
でいる高齢者の方もいるそうです。
　地元の人達には、見慣れた只の草木が都心では季節を感じられる材料だったりすると
いうことです。
　この事例では、草木などを売ろうと考えて、販売ルートを作った人が１番凄いのです
が、地元に草木に詳しい方がいたからこそ成功したものだと思います。
　参考までに海辺に打ち上げられた只の流木もネットオークションで300円～1000円で買い手がついたりします。

　福島町の町花である山百合は種を蒔いてもその内の１割しか芽吹かず、花を咲かせ
るまで５年以上掛かると言われています。
　その為ネット販売でも山百合の球根を扱っている業者は少なく、１つ1400円位と高
値で取引されています。
　山を有効活用して大量に育てられれば良いのですが、なかなか育てるのは難しいみ
たいです。
　一方で森林公園では山百合の盗掘が後を絶たないそうです。
　こちらは管理している方が手を掛けて育てているものですので、次の世代に山百合
を残す意味でも自重して頂きたいですね。

地域おこし協力隊
野口　和也

▲自分たちで打ったそばで舌鼓

地域おこし協力隊
吉村　拓朗

地域おこし協力隊
吉村　拓朗
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職業援護相談所総会

　平成28年度の福島町職業援護
相談所の総会を次のとおり開催
します。
　新会員も募集していますので、
会員の方はお誘い合わせのうえ、
参加されますようお知らせしま
す。

■日　時
　１月４日（月）午後１時～

■場　所
　やん衆番屋
※入会希望者の方は、当日会場
へお越しください。
　（年会費１，０００円）

■問い合わせ先
　水産商工課商工観光係
　☎47-3004

サイレン吹鳴について

　平成28年福島消防団出初式の
挙行に際し、１月４日（月）午
前９時に全町のサイレンを吹鳴
しますので、火災と間違いのな
いようお願いいたします。

■お問い合わせ先
　福島消防署
　☎47-2119

防災とボランティア週間

　１月15日（金）～１月21日（木）
は、「防災とボランティアの週
間」です。
　これは、平成７年１月17日に
発生した阪神・淡路大震災にお
いて、ボランティア活動及び住
民の自主的な防災活動の重要性
が広く認識されたことにより指
定されました。
　この機会をきっかけに、各家
庭や地域の防災対策を確認しま
しょう。
　詳しくは、専用ホームページ

（http://vol-week.go.jp）をご覧
ください。

■お問い合わせ先
　総務課総務防災係
　☎47-3001

除雪基準の見直しについて

　町では、皆様のより安全な通
行を確保するため、町道の除雪
基準を約15㎝から約10㎝に変
更いたしました。
　今年も、早朝より除雪基準及
び路面状況により除雪を実施し
ます。皆様のご協力をお願いい
たします。

■お問い合わせ先
　建設課土木係
　☎47-3006

水道の凍結にご注意を

　水道が凍結してしまったら、
福島町の指定水道工事店に連絡
して修理してください。

■福島町の指定水道工事店
　金澤建設	 ☎47-3372
　稲村水道設備	 ☎47-3252
　木村配管	 ☎48-6639
　ナルミ設備	 ☎48-5255

★�こまめに水抜きをして凍結を
防ぎましょう。

■お問い合わせ先
　建設課水道係
　☎47-3006
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渡島圏域障がい者総合支援
センター「めい」巡回相談
について

　｢めい｣ は、障がいをお持ち
の方が、地域で安心して生活で
きるよう、障がいのある方や家
族に対して、福祉制度や対人関
係、就労等の総合的な相談支援
を実施していますが、次のとお
り専門スタッフによる巡回相談
を実施します。
　相談内容は秘密が守られ、相
談無料ですのでお気軽にご利用
下さい。 

■日　時
　1月29日（金）
　13時30分～15時30分
■場　所
　役場１階　第１会議室
■申　込
　�1月28日 ( 木 ) までに下記の問

い合わせ先に申込みください。

■お問い合わせ先
　保健福祉課福祉係
　☎47-4682

住宅用火災警報器を設置
しましょう！

　火災が発生しやすい時季を迎
え、11月18日（水）白符地区を
女性消防団員と消防職員が一般
家庭防火査察を行いました。
　防火査察では各家庭を訪問し、
チラシの配付や暖房器具、台所
などの火気使用場所に異常がな
いかを確認し、火災予防を呼び
かけるとともに、住宅用火災警
報器や消火器の設置促進を図り
ました。
　福島町内の住宅用火災警報器
設置普及率は63.2％です。（平
成27年12月現在）
　まだ設置していないご家庭は、
設置して下さるようご協力お願
い致します。

■設置場所
・各寝室に設置
・�２階、３階に寝室がある場合

は、階段の天井に設置
・�１つの階に７㎡以上の居室が、

５つ以上ある場合にはその階
の廊下に設置

※�平成２３年６月１日から住宅
用火災警報器の設置が義務付
けとなっております。

■お問い合わせ先
　福島消防署
　☎47-2119

　例年実施してきた高齢者世帯等に対する冬季の採暖に必要な灯油の一部
助成について、町では、支給の基準となる灯油の単価をリッター当り80円

（税抜）としております。
　しかし、基準日の11月1日現在の町内の単価は70円から64円で推移して
おり、現時点では実施を見送ることとしております。
　なお、年度内に基準を上回った場合は、実施について検討いたします。

■お問い合わせ先　住民生活課　住民生活係
　☎47-4681

110番通報の適切な利用
と相談専用電話#9110の
紹介

　1月10日（日）は110番の日です。
110番は緊急の事件・事故など
を、いち早く警察に通報するた
めの電話です。
　緊急の対応を必要としない遺
失物の届出や諸手続に関するお
問合せは最寄りの警察署、交番、
駐在所に電話を、相談や警察業
務に関する意見要望は警察相談
専用電話「＃９１１０」をご利
用ください。
　通報時は、警察官から質問し
ますので慌てず落ち着いてお答
えください。
　また、車を運転しながらの通
報は、法令違反となる場合があ
るので、安全な場所に停止して
から通報してください。

■お問い合わせ先
　松前警察署
　☎42-3110

平成27年度福祉灯油助成事業について
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高齢者等屋根雪下ろし費用助成事業のお知らせ

浄化槽整備事業を進めています

　福島町では、高齢者等世帯で、住んでいる家の屋根の雪下ろし及び下ろした雪を排雪することが困難な世帯に、
除排雪経費の一部を助成する制度を今年度も実施します。

■助成対象世帯
　町民税が非課税または均等割だけの課税世帯で、除雪作業を援助できる子どもが町内に居住していない世帯であ
り、次の①から⑤のいずれかに該当する世帯です。なお、町内に居住する子どもが障がいや疾病等により除雪作業
が出来ない場合や子どもが女性や65歳以上の場合は助成対象となります。
　なお、町税（料）の滞納世帯については、助成の対象外です。

■助成の金額
　助成金額は、町が定めた基準額の８割（助成限度額３２，０００円）を助成します。
■助成の回数と期間
　助成を受けられる回数は、1世帯当たり期間中１回とし、助成期間は、平成28年3月までです。
■助成事業の申し込み（お問い合わせ）
　申込先：福島町役場住民生活課住民生活係　　　申込受付：平日の午前8時30分～午後5時まで
※注意事項　　
　町では、助成の対象者か調査し、その結果をお知らせして、町の登録業者をあっせんします。
　通知前に業者へ依頼することはしないでください。

●対象住宅
１．住まいを目的とした住宅　　２．工場排水等特殊な排水を伴わない店舗又は事務所等併用住宅
●浄化槽の設置に必要なこと
１．浄化槽を設置する土地が無償で使用でき、その承諾がもらえること。
　　※工事に必要な面積は約３坪で、そのうち浄化槽本体の設置スペースは自家用車１台分です。
２．浄化槽を設置する土地に障害物がないこと。
３．工事費用の負担ができること。
●水洗化に係る改造工事費
　�　便室の改修や排水設備等や水洗化にかかる改造工事費は、家の構造や改造の方法によって異なりますが、水洗

化工事費の６０万円を上限として工事費の３分の２を補助します。
●浄化槽使用料について（維持管理費）
　�　浄化槽の年間維持費は、大きさによって異なりますが、経費合計の３分の２を町が負担し、使用者は３分の１

を分割納付していただきます。

※その他、水洗化工事費に対して必要な資金の融資あっせんと利子補給の制度もあります。
　浄化槽設置について詳しく知りたい方は、下記へお問い合わせください。

※�月額使用料は清掃回数などにより変わる場合が
あります。

※�維持管理費は法定検査料、保守検査料、清掃料
等です。初年度は、法定検査料が５，０００円
加算されます。

①65歳以上の高齢者のみの世帯 ②心身障がい者のみの世帯 ③介護サービス受給のみの世帯 
④母子家庭世帯　⑤その他調査の結果必要と認められる世帯

お問い合わせ先 　住民生活課住民生活係 ☎４７－４６８１

人槽 月額使用料（初年度） 月額使用料（２年目以降）

５人槽 １，９００円 １，７００円

７人槽 ２，１００円 ２，０００円
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【事業内容】　電気の事なら何でも相談してください

内線工事（設計・施工）住宅からビルまでの電気工事

外線工事（設計・施工）電柱建てから電線の張替等

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4 消防施設工事 保守点検・設計施工　火災報知器の取付等

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp
　　雇用保険・労災保険・健康保険

　　昇給有り・賞与年２回・他手当有り

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp 　本社又は営業所に気軽に電話ください
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

　　　みんな未経験から始めているよ。

株式会社桧山電気工業 電気工事

　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１
正正社社員員募募集集中中

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524
　　厚生年金・退職金共済・災害保険

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

みんなまってるよ～

前列　左から　①ふじやま あいらちゃん　②いしかわ そうくん　③いしかわ ほのちゃん　④かわさき　あおいちゃん　⑤みずさわ ゆらちゃん
　　　　　　　⑥たかもり はるとくん　　⑦よしざわ すずねちゃん　
後列　左から　⑧のさか かのんちゃん　　⑨たかはし こうきくん　⑩よしざわ まゆきちゃん　⑪にいやま ひなたちゃん
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吉岡温泉だより

温泉で心も体もリフレッシュ！
風呂の日は、ちょっと得した気分！

家族みんなで、温泉へ出かけましょう！

●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により入浴券６枚を１０人にプレゼント！

27日 （水）

１月の風呂の日

町民の皆さんが利用しやすい
役場へ変わります。

　町民の皆さんが利用しやすいように役場庁舎の１階
を中心に１０月から１１月中にかけて、正面玄関へ案
内看板の設置や証明書等の発行業務が多い課の看板下
に発行する証明書を掲示、また町民の皆さんが来庁し
た際にすぐに対応できるよう職員の机の向きも変更し
ました。
　今後も利用しやすい役場を目指し対応をしてまいり
ますので、お気軽にご利用ください。

▲正面玄関　案内看板 ▲1階　各課受付カウンター

〔　〕27
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日曜当番医 人口と世帯
 （H27.11月末現在） 

前月比

１月３日 （松前町立病院）
　　10日（木古内国保病院）
　　17日  深浦医院
　　24日  小笠原クリニック
　　31日（木古内国保病院）

人　口 ４, ５３４ 人 －21 人

男 ２, １１４ 人 －13 人

女 ２, ４２０ 人 －８ 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, ２４８ 世帯 －３ 世帯
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〈１　月〉
　１月１日（金）～１月３日
（日）は、町内全てのスタン
ドが休業となります。
　１月４日（月）より、通常
営業となりますが、詳しくは
各スタンドへお問い合わせく
ださい。

ふるさと応援基金
　平成27年12月22日現在までの寄付金が下記のと
おりとなりました。ありがとうございました。

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、町ホームページで！

担当：企画財政課政策推進係　☎47-3007

期　間 件　数 寄　付　金

H18.4～ H27.3 394件 22,521,222円

H27.4～12 192件 1,545,000円

小　計　① 586件 24,066，222円

使ったお金② 6件 1,394,000円

①－② 22,672,222円

わが家のアイドルで～す
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わが家のアイドル募集中 !
このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望
される方は、企画財政課広報広聴係（☎47－3007）までご連絡ください。

パパが大好き！！たいがで～す♪

おうちの方より一言

ガソリンスタンド
営業日のお知らせ
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